

















コン、富士通 FM ペンノート モデル T1 写真－１）とトータルステーションと呼ばれるデータコレク
ト機能付きの距離・角度測定器（TOPCON ノンプリズム型光波距離計 GPT-2005F 写真－２）、およびそ
れらの間で無線通信を行う機器（Mr.サムライ）から構成されており、ペンコンピュータで使用するソ















































  １．実習の時間は十分ありましたか。 
  ２．ホームページの説明は分かりやすかったですか。 
  ３．実習の説明は分かりやすかったですか。 
  ４．実習の内容は理解できましたか。 
  ５．実習は楽しく行うことができましたか。 
  ６．実習はためになりましたか。 
  ７．電子平板測量実習は必要だと思いますか。 
  ８．電子平板測量の実習を授業で行うと良いと思いますか。 
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図－３ 電子平板測量実習についてのアンケート結果 
 
アンケートの結果から、電子平板測量を行った
５年生および３年生は実習時間が 90 分という短
い時間であったにもかかわらず、スムーズに電子
平板測量を理解することができたようである。ま
た、５年生に対して行ったアンケートの項目９で
は、「３年次に実習を行うのがよい」との意見が最
も多かった。こうしたアンケート結果からも、２
年生で紙をベースとした従来の平板測量を体験し
た後に、３年生で電子平板による測量実習を行え
ば電子平板測量のイメージ把握が容易になるとい
える。さらに、電子平板を用いた測量実習の主た
る目的をシステムの理解と考えるのであれば、そ
の実習時間は１コマ 90 分で十分な成果が得られ
ることが分かった。 
９． 電子平板測量の実習を授業で行うとすれば
何年次が良いと思いますか
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図－４ ５年生に対するアンケート（項目９） 
 
５．おわりに 
今回行った電子平板システムを用いた実習は１コマ 90 分しか行っていないため、完全にシステムを
使いこなせるレベルに達することはできない。しかし、電子平板測量のシステムを理解するには十分で
あり、実務上使用する機会があればすぐに対応することが可能であると判断される。なお、今後も建設
業界のディジタル化はより一層進歩していくと考えられるが、実践的技術者を育成していく上ではディ
ジタル地形測量システムを用いた今回の取り組みのように、しっかりと対応して行くべきであると考え
られる。 
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